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平成２４年度 市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）

『学校図書館支援センター通信』は、市川市教育センターホームページでもご覧いただけます。 

市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）  

〒272-0015 千葉県市川市鬼高１－１－４  

TEL ０４７－３２０－３３３５ FAX ０４７－３２０－３３５２ 

http://www.ichikawa-school.ed.jp/index.html 

○新規学校図書館システムの運用が２月１日（金）より始まりました。システムが変わったことで、

戸惑いもあるかと思いますが、新規パソコンの設置が終了しましたら、すぐに開いて活用してくだ

さい。不明な点や不具合がございましたら、いつでもご連絡ください。 
また、システムの使い方についての問い合わせは、新規パソコンに貼ってある図書システムヘル

プデスクに電話をしてください。 
 現在、書誌データの一部に不具合が見つかり、データ整理を行っています。そのため、図書の貸

出や予約の際に、エラー表示が出る場合がありますのでご了承ください。整理が終了しましたら、

メールでご連絡いたしますので、しばらくお待ちください。 
○新規個人用パソコンには、市内共有フォルダがあります。図書システムマニュアルは PDF にし

て、そのフォルダ内に保存してありますので、ご活用ください。 
○旧パソコンの回収日程表を８日に配付しました。内容をご確認ください。 
○個人用の新規パソコンは担任の先生方と同じ設定になっていますので、使い 
方については、各学校で行われる校内研修会に参加して研修を受けてください。 
○市川民話の会より「市川のむかし話」の改訂新版が、市内の幼稚園・小学校 
中学校・特別支援学校に１冊ずつ寄贈されました。 
 この中には市川市内に語り継がれている５１のお話が掲載されています。 
 読み物教材としてだけでなく、市川の歴史を知る上で貴重な資料となります 
ので、授業等でご活用ください。

 １月２２日（火）に、小・中・特別支援学校司書教諭、学校司書、学校図書館員、幼稚園図書

館担当者が集まり、第３回学校図書館研修会・ネットワーク会議が行われ、平成２４年度学校図

書館の有効な活用方法に関する調査研究の協力校である、大洲小学校と第七中学校から、学校図

書館活用方法について、研究の成果と課題について発表がありました。 
【大洲小学校】 「伝統的な言語文化の授業をもとに」と「図書館活用部会」について 
 ３年生「俳句に親しむ」の授業展開について、①授業者の願い ②単元の流れ ③まとめ の

順に、子どもたちのノートや作品を例に、図書資料の活用によって学習内容が向上するだけでな

く、その後の学習の広がりにも繋がっていくことが、分かりやすく説明されました。 
 また、大洲小学校内に組織された「図書館活用部会」については、組織図を使って活動の様子

をわかりやすく説明したり、低・中・高学年ごとに目指す子ども像について、具体的に提示した

りしました。 
その中で、学校図書館員の勤務日でない日に、「司書教諭が週２時間、図書館にいる」という校

内体制についての提案は、今後の学校図書館運営の参考になるのではないでしょうか。 
【第七中学校】 「四年間、七中として学校図書館活用に取り組んでみて」について 
 文部科学省委託事業の協力校として、平成２１年度より４年間研究を行っている第七中学校で

は、これまでの研究経過と今年度の実践について報告がありました。 
 平成２１年度、学校図書館を活用した授業は、国語・社会・総合の３つの教科・領域で１１単

元でしたが、今年度は、７つの教科・領域で２５単元と、４年間で倍以上に増えました。 
 これは、先生方が単に学校図書館を活用した授業を行ってきただけでなく、夏期休業中に講師

を招いて、「学校図書館活用講習会」を行ったり、司書教諭自らが様々な教科・領域の先生方に実

践の提案をし、学校図書館員と綿密な打合せを行ったりするという、積極的な働きかけがあった

からこそ実現したのだと思います。 
今年度の実践発表では、社会科の「政見放送をつくろう」で、生徒が作った政見放送 DVD が

上映されました。             （右写真：種党の政権放送） 
平成２５年度の夏のネットワーク会議では、平成２１～２４年度 

文部科学省委託事業「学校図書館の有効な活用方法に関する調査研 
究」報告会を行う予定です。 
 各校でも大洲小学校・第七中学校の発表を、それぞれの学校に持 
ち帰り、来年度の学校図書館の活用方法について、学校図書館活用 
計画を立て、平成２５年度に向けての準備をしていただきたいと思 
います。 

菅野小図書委員会の主な活動は、読み聞かせです。毎月１回、業間休みに図書室で読み聞かせ

を行っています。毎回、低学年の子どもたちが楽しみにしています。 
夏の図書館開放行事では、校長先生や保護者ボランティアの方の読み聞かせに混じって「エプ

ロンシアター」を披露しました。 
１０月の「本となかよし月間」では、地域ボランテ 

ィア「クレール」のみなさんにご指導頂いて、初めて 
の「パネルシアター」に挑戦し、見事に上演しました。  
１１月は、留学生と一緒に英語と日本語の二カ国語 

で読み聞かせを行いました。 
このようなさまざまな読み聞かせ活動を通して、児 

童が本を身近に感じられるような学校図書館を目指し 
ていきたいと思っています。 
市川市立菅野小学校  学校図書館員 中川 洋子 

～ひろげよう！図書館の輪・リレー執筆～ 図書館の窓から 

連絡事項 


